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Shin KurushimaSanoyas Shipbuilding
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	タブレット端末を利用したポータブル運航支援システム「ナビン」の リース販売を開始
	三菱造船と三井住友トラスト・パナソニックファイナンス、 デジタル技術で内航海運の安全運航と船員のストレス軽減の実現へ
	【タブレット端末型運航支援システム「ナビン」】
	三菱重工グループの三菱造船株式会社（以下、三菱造船）と三井住友トラスト・パナソニックファイナンス株式会社（以下、TPFC）は、内航船向けタブレット端末型運航支援システム「ナビン」（旧名称「ナビコ」）の契約申し込みを1月20日から開始しました。「ナビン」は三菱造船が開発し、TPFCより月額30,000円（税抜）でリース販売にて提供（3年契約、取付工事別）します。
	「ナビン」は、三菱造船が、“デジタル技術で内航海運の安全運航と船員のストレス軽減を実現したい”という想いから、2021年度から開発に着手してきたもので、同社が90年代に独自開発し、すでに実績に裏付けられた高い信頼性を有するコンソール型運航支援システム「Super Bridge-X」の技術をベースに開発されたものです。内航船に搭載のセンサー情報を活用し、航海用電子参考図new pec※に自船・他船情報を判り易く表示して、目的地への予想到着時刻のガイダンスや、音声による周囲情報確認などの機能を提供しま...
	「ナビン」はワイヤレスのタブレット形式を採用し、全ての世代に向けて使いやすいタッチスクリーン操作画面を実現しています。また、製品をリース契約形式で供給することで初期投資費用を抑え、設置工事も船上の航海計器との最低限の接続作業のみとするなど、就航船への導入が容易な構成となっています。
	日本の内航船には、食品・衣類などの生活必需品や、石油・プロパンなどのエネルギー資源を輸送するコンテナ船も多く運航しています。三菱造船とTPFCは、こうした輸送インフラを支える船舶を運航する大企業や中堅・中小企業のお客さまに対して、「ナビン」をリース販売で供給し、導入・利用コストの平準化や一定期間ごとの設備更新などの総合ソリューションを提供することにより、内航海運業の電子・デジタル化の推進、その先の「安心・安全な社会」の実現に取り組みます。
	三菱造船とTPFCは今後も両社の強みを持ち寄ることで、日本の内航海運における労働力不足の解消・労務負担の軽減、海難事故の防止、離島航路の維持などの社会的課題を解決し、安定的な国内物流・輸送インフラを支えていきます。
	※ new pecは一般財団法人日本水路協会が提供する日本近海に特化した航海用電子参考図です。
	西海市へ子育て支援目的の寄附金を贈呈
	【１】『HIGH BULK 40SE』
	北海道新技術・新商品開発賞
	「ものづくり大賞」「ゼロカーボン特別賞」
	【２】女性活躍推進法に基づく「えるぼし」認定取得
	【えるぼし認定通知書交付式（佐賀労働局にて）】
	今治造船グループ 3,000隻建造達成
	2月18日(火)当社西条工場において、今治造船グループとして新造船建造3,000隻目となる川崎汽船株式会社殿向け181,500重量トン型ばら積み運搬船「CAPE SUZURAN」の命名受渡式を行いました。
	当日は、ご来賓ならびに関係者の皆様にご出席いただき、川崎汽船株式会社 明珍社長より本船を「CAPE SUZURAN」とご命名いただき、建造3,000隻達成を盛大に祝いました。
	当社はこれまで1956年に鋼船第1船目となる「冨士丸」を皮切りに、1997年には1,000隻目の「CHUBU MARU」、2012年には2,000隻目の「CAPE LILY」を建造。そして本船の受渡しをもって、3,000隻目の建造という新たな節目を迎えました。
	また、その間にも様々な船舶の建造に挑戦し続け、2001年には当社初となる30万重量トン級VLCCを建造。2008年には154,000㎥ LNG船を建造。そして2021年にLNG燃料自動車運搬専用船、2023年には世界最大級24,000個積コンテナ船を建造するなど、常に革新を追求して参りました。
	こうした数々の建造実績こそが当社の誇りです。
	これもひとえに、船主様や用船者様をはじめ、お取引先様、地元の皆様、そして日々建造に尽力してくださっている協力会社の皆様や従業員の皆様など、多くの関係者の温かいご支援とご協力のおかげです。心より感謝申し上げます。 今後とも『船主と共に伸びる』という経営理念のもと、引き続き『より良い船造り』に邁進して参ります。
	【建造3,000隻目の「CAPE SUZURAN」】
	2026年卒　設計業務体験プログラム
	～本社にて開催（12月・1月）～
	12月と1月に、本社（神奈川県）にて、2026年卒を対象とした設計業務体験プログラムを実施しました。12月は13名、1月は27名の方にご参加いただきました。どちらの日程も2日間で、洋上風力作業船の区画配置・船の初期計画・社員との座談会の3つのコンテンツで構成されています。講師役は、設計職の若手社員が担当し、学生の皆さんは個人ワークだけではなく、グループワークも取り入れながらゲーム感覚で区画配置などに取り組みました。
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